
『A PRIMER OF ENGLISH FOR POSTMEN 
＝集配人英語集』 

（左）『神戸市内郵便區畫圖』 

大正４年刊 

（上）「商業と金融の中心をなす栄町通」 
『[神戸絵はがき集]』より    

全盛期、栄町通には「金のこはぜ（足袋の留め具）」が

落ちていると噂されました 

 

参
考:

『
神
戸
ゆ
う
び
ん
の
道
順 

百
年
史
』
ほ
か 

※
一
間
は
、
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル 

※ 

                              

                              

 

                             

栄
町
通
と
郵
便
配
達 

元
町
通
の
浜
側
を
走
る
栄
町
通
は
、
明

治
六
年
に
幅
八
間
と
い
う
当
時
で
は
途
方

も
な
く
広
い
道
路
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
元
町
通
は
幅
三
間
ほ
ど
で
、
基

幹
と
な
る
東
西
道
路
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
完
成
す
る
と
、
銀
行
、
保
険
会

社
な
ど
の
近
代
建
築
の
社
屋
が
立
ち
並
ぶ

経
済
の
中
心
地
に
発
展
し
、
「
東
洋
の

ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
繁
栄

ぶ
り
で
し
た
。 

明
治
四
十
三
年
に
は
市
街
電
車
（
後
の

神
戸
市
電
）
が
開
通
し
、
栄
町
通
を
走
り

ま
し
た
。
栄
町
通
の
西
端
、
六
丁
目
に
神

戸
郵
便
局
（
現
・
神
戸
中
央
郵
便
局
）
が

あ
り
、
開
通
当
初
か
ら
郵
便
配
達
員
は
公

務
中
の
市
電
の
無
賃
乗
車
が
許
さ
れ
、
配

達
の
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

大
正
十
五
年
に
神
戸
郵
便
局
が
発
行
し

た
『A PRIMER OF ENGLISH FOR POSTMEN

＝
集
配
人
英
語
集
』
と
い
う
資
料
が
あ
り

ま
す
。
目
次
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
説
明

か
ら
始
ま
り
「
郵
便
電
信
用
語
集
」
「
神

戸
市
内
配
達
上
紛
ラ
ワ
シ
キ
宛
名
」
な
ど

が
あ
り
、
英
語
が
必
須
な
神
戸
の
配
達
員

が
苦
心
し
て
編
集
し
、
当
時
、
業
務
に
携

帯
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
も
の
で
す
。
小
さ

な
冊
子
を
手
に
取
る
と
、
百
年
の
重
み
を

感
じ
ま
す
。 
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栄町通 

※※

m 

くかくず 

ま
ぎ 

郵便局 



―― 新しく入った本 ―― 
ひ
ょ
う
ご
の
仏
像
探
訪 

神
戸
佳
文
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
学
芸
員
と

し
て
約
四
〇
年
間
勤
め
て
き
た
著
者
が
、

二
〇
一
七
年
に
同
館
で
開
催
さ
れ
た
特

別
展
「
ひ
ょ
う
ご
の
美
ほ
と
け
」
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
記
憶
に
残
る
仏
像
と

の
出
会
い
や
、
調
査
研
究
の
過
程
の
余

話
を
語
る
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
救
出
さ
れ
た

川
西
市
の
仏
像
、
京
都
の
三
十
三
間
堂

か
ら
移
さ
れ
た
加
東
市
の
仏
像
、
忿
怒

の
形
相
を
見
せ
る
佐
用
町
の
イ
ケ
メ
ン

不
動
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
を
表
情
豊
か

な
仏
像
た
ち
の
写
真
と
と
も
に
伝
え
る
。

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
遠

く
離
れ
た
仏
像
同
士
の
意
外
な
繋
が
り

は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
興
味
深
い
。 

            

孫
文
と
神
戸
を
歩
こ
う 

移
情
閣
（
孫
文

記
念
館
）
友
の
会
編
（
孫
文
記
念
館
） 

 
 

中
国
民
主
革
命
の
立
役
者
で
あ
る
孫

文
は
神
戸
を
一
八
回
訪
れ
て
い
る
。
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
に
は
中
華

民
国
前
大
総
統
と
し
て
来
神
。
ま
た
同

年
八
月
に
は
袁
世
凱
政
権
に
追
わ
れ
る

「
お
尋
ね
者
」
と
し
て
、
川
崎
造
船
所

の
岸
か
ら
ひ
そ
か
に
上
陸
し
た
。 

本
書
は
、
神
戸
市
内
で
孫
文
が
立
ち

寄
っ
た
場
所
な
ど
の
ゆ
か
り
の
地
を
案

内
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
訪
れ
る

際
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
い
く
つ
か
紹
介

し
て
い
る
。 

 

地
図
で
読
み
解
く
阪
急
沿
線 

上
田
登

（
三
才
ブ
ッ
ク
ス
） 

阪
急
電
鉄
の
歩
ん
だ
歴
史
や
沿
線
の

不
思
議
を
満
載
。
精
緻
な
地
図
や
写
真

な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。 

神
戸
線
の
敷
設
に
よ
り
社
名
を
阪
神

急
行
電
鉄
（
阪
急
）
に
改
称
し
た
事
情
、

路
線
開
通
か
ら
三
宮
へ
の
乗
り
入
れ
に

一
六
年
か
か
っ
た
理
由
、
神
戸
本
線
の

直
線
区
間
の
例
外
と
な
る
御
影
駅
東
側

の
カ
ー
ブ
の
謎
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
新
開
地
駅
が
神
戸
高
速
線
に

誕
生
し
た
経
緯
な
ど
、
阪
急
電
車
に
親

し
み
の
あ
る
神
戸
っ
子
の
興
味
を
そ
そ

る
。 

骨
董
病
は
治
り
ま
せ
ん 

武
田
良
彦
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

神
戸
市
内
の
骨
董
店
で
古
伊
万
里
の

そ
ば
猪
口
を
見
か
け
、「
日
本
酒
を
飲
ん

だ
ら
う
ま
い
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
た
の

が
骨
董
と
の
出
会
い
と
言
う
。
以
来
、

骨
董
に
と
り
つ
か
れ
た
著
者
は
、
出
石

焼
の
徳
利
、
政
治
家
の
書
な
ど
、
数
々

の
品
を
収
集
す
る
。
別
々
に
購
入
し
た

二
つ
の
肖
像
画
が
夫
婦
と
判
明
す
る
な

ど
、
元
新
聞
記
者
の
著
者
に
よ
る
調
査

は
入
念
で
、
品
物
の
来
歴
や
価
値
、
真

贋
を
つ
き
と
め
て
い
く
様
子
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
語
っ
て
い
る
。 

 

竜
馬
と
き
ら
り 

松
宮
宏
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

こ
の
小
説
の
主
人
公
、
新
谷
き
ら
り

は
、
幼
少
期
に
「
歴
史
の
沼
」
に
は

ま
っ
て
以
来
、
坂
本
竜
馬
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
る
。
あ
る
日
き
ら
り
は
、
写

真
部
の
活
動
中
に
撮
っ
た
写
真
に
幕
末

の
神
戸
の
風
景
が
写
っ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
。
神
戸
海
軍
操
練
所
に
集
っ

た
志
士
た
ち
と
現
代
を
生
き
る
き
ら
り

が
つ
な
が
り
、
交
錯
し
て
い
く
不
思
議

な
物
語
が
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。 

き
ら
り
が
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く
場

所
と
し
て
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
が
登

場
す
る
。
ぜ
ひ
注
目
さ
れ
た
い
。 

神
戸
市
史
紀
要
「
神
戸
の
歴
史
」
第
二
十

八
号 

神
戸
市
文
書
館
編
集
・
発
行 

本
号
で
は
文
書
館
が
保
存
し
て
い
る

歴
史
的
公
文
書
を
基
に
し
た
神
戸
市
政

に
関
す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
。 

巻
頭
論
文
で
は
、
市
制
の
公
布
（
明

治
二
十
一
年
）
と
度
重
な
る
改
正
を
契

機
と
し
て
、
明
治
憲
法
下
で
神
戸
市
の

議
決
機
関
と
執
行
機
関
が
成
立
し
て
い

く
過
程
を
整
理
し
、
「
市
参
事
会
議
事

録
」
、
歴
代
市
長
の
「
事
務
引
継
書
」

等
の
公
文
書
を
調
査
し
て
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
解
説
す
る
。 

ま
た
『
神
戸
市
民
時
報
』
を
分
析
調

査
し
、
空
襲
へ
の
備
え
や
啓
発
の
取
組

と
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も

つ
な
が
る
町
内
会
・
隣
保
組
織
の
成
立

と
活
動
実
態
を
解
明
し
て
い
る
。 

 

          
 

ふ
ん
ぬ 

ち
ょ
こ 

え
ん
せ
い
が
い 



―― 新しく入った本 ―― 
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド 

「
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
」

連
載
エ
ッ
セ
イ 

1979

～2021 

松
岡
享
子 

（
東
京
子
ど
も
図
書
館
） 

 

東
京
子
ど
も
図
書
館
の
礎
を
築
い
た

著
者
が
、
同
館
の
機
関
誌
「
こ
ど
も
と

し
ょ
か
ん
」
に
連
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
神
戸

生
ま
れ
で
、
子
ど
も
の
文
学
と
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
追
求
・
体
現
し
た
児
童

文
学
者
で
あ
る
。 

の
ち
に
「
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
」
と
語
る
ア
メ
リ
カ
の
公
共
図
書
館

で
の
体
験
や
石
井
桃
子
ら
と
の
思
い
出
、

書
評
、
身
辺
雑
記
な
ど
が
書
か
れ
て
い

る
。
本
の
力
を
信
じ
、
そ
の
豊
か
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
精
力
的
に

働
い
た
著
者
の
人
生
を
知
り
、
数
多
く

の
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
翻

訳
や
創
作
の
源
に
触
れ
る
思
い
が
す
る
。 

 

          

関
西
学
院
の
エ
ス
プ
リ
を
追
っ
て 

カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ラ
ト
ビ
ア
へ 

池
田
裕

子
（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
） 

関
西
学
院
大
学
の
学
院
史
編
纂
室
で

二
五
年
勤
務
し
た
著
者
が
、
学
院
に
残

さ
れ
た
古
い
資
料
を
紐
解
き
、
宣
教
師

の
子
孫
を
探
し
出
す
な
ど
関
係
者
と
の

交
流
を
深
め
、
丹
念
な
調
査
で
新
た
な

事
実
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
記
録
。 

ラ
ト
ビ
ア
人
教
師
イ
ア
ン
・
オ
ゾ
リ

ン
（
一
八
九
四-

一
九
五
九
）
の
調
査
を

巡
っ
て
は
、
彼
が
大
正
時
代
に
学
院
の

英
語
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
を
著
者
の

論
考
に
よ
っ
て
在
日
ラ
ト
ビ
ア
大
使
が

知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
歴
代
三

名
の
在
日
大
使
が
関
西
学
院
大
学
で
講

演
会
を
行
う
な
ど
、
ラ
ト
ビ
ア
と
の
新

た
な
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

神
戸
み
な
と
食
堂 

土
田
康
彦
（
托
口
出
版
） 

神
戸
市
真
野
地
区
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の

「
地
域
自
治
」 

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決

め
る
、
地
域
の
者
は
地
域
で
守
る 

乾
亨

(

東
信
堂) 

平
生
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ 

平
生
釟
三
郎
の
生
涯

と
信
念 

𠮷
沢
英
成
（
甲
南
大
学
出
版
会
） 

  

                   

          

 

           

神戸  その28  
あんな人こんな人 

坂野 惇子 ばんの・あつこ  

大正7年(1918) ～ 平成17年(2005) 

坂野惇子は、ベビー・子ども用品を扱う神戸のアパレルメーカー「ファミリア」

の創業者です。繊維・輸入雑貨卸売業「佐々木営業部」の創業者、佐々木八十八の

娘として魚崎で生まれ、裕福な家庭で大切に育てられました。結婚後は生まれた子 

やそはち 

どもと共に穏やかな生活を送りましたが、戦争によって家を失い、さらに戦後は預金封鎖や莫大な財

産税、物価の高騰などで苦しい生活を強いられるようになります。そんな中、父の右腕で、惇子の兄

のような存在でもあった尾上清の「自分の手で仕事をし、自分の力で生きていく、一労働者になりな

さい」という言葉もあり、生計を立てるために働くことを決意した惇子は、昭和23年（1948）12月

に、女学校時代からの友人の田村江つ子を含む女性４人で、「ベビーショップモトヤ」を開業。西

洋式の育児方法に基づいたベビー・子ども用品を販売します。彼女らが「子どもたちのためにより

よいものを」と心を込めて作った商品は品質の高さから評判となりました。昭和25年（1950）には社

名を「ファミリア」とし、本格的な事業としてスタートさせて、今や日本のみならず海外にも知られ

る会社となりました。惇子は半世紀もの間会社を支え続け、80歳を迎えた平成10年（1998）3月に第

一線を退きました。まだ女性が社会で働くことが少なかった時代において、女性の社会進出の先駆け

となり、彼女の活躍は働く女性たちの地位向上に大きく貢献しました。 

【参考】『ファミリア30年のあゆみ』河井昭編（ファミリア，1980）、『ファミリア50年のあゆみ』早瀬弘編（ファミ

リア，2000）、『上品な上質』ファミリア編（ダイヤモンド・ビジネス企画，2015）ほか 

【写真】『坂野惇子 子ども服にこめた「愛」と「希望」』青山誠著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ／中経の文庫，2016） 

 

 

おのえ きよし 



 

現在の舞子浜の松林 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
105 

 

舞
子
浜
の
砂
の
下 

明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
て
、
今
年
で

二
五
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
。
そ
の
神
戸

側
の
橋
の
た
も
と
に
は
、
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
開
園
し
た
舞
子
公
園
が

あ
り
、
一
帯
に
舞
子
浜
が
広
が
り
ま
す
。 

「
舞
子
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に
は
諸

説
あ
り
ま
す
。『
須
磨
・
舞
子
・
明
石
遊
覧

案
内
』
（
一
九
一
六
年
刊
）
に
は
、
「
紀
淡

海
峡
の
潮
流
此
海
岸
に
舞
込
み
來
る
を
以

て
舞
込
み
の
濱
と
云
ふ
が
轉
化
せ
し
」
や

「
平
相
國
淸
盛
一
日
此
濱
邊
に
遊
び
童
兒

に
舞
を
奏
せ
し
め
た
る
事
あ
り
故
に
」
な

ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。『
兵
庫
県
大
百

科
事
典
』
で
は
、「
千
姿
万
態
の
磯
馴
松
の

姿
が
舞
子
（
妓
）
の
舞
う
姿
に
似
て
い
た

か
ら
」
と
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、「
は
り
ま
な
る
舞
子
の
浜
に
女
ら

が
舞
て
ふ
袖
の
す
ゞ
し
く
も
見
ゆ
」
と
い

う
歌
が
『
播
陽
万
宝
智
恵
袋
』
第
二
一
巻

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
赤
松

了
益
（
一
五
三
四
～
一
五
九
五
）
に
よ
る

も
の
で
、
戦
国
時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山

時
代
頃
に
は
す
で
に
「
舞
子
の
浜
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

舞
子
浜
周
辺
は
古
く
か
ら
絵
画
や
文
学

な
ど
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。『
万
葉
集
』
で
は
、
柿
本
人
麻
呂

が
「
明
石
大
門
」「
明
石
の
門
」
と
明
石
海

峡
を
歌
っ
て
い
ま
す
。 

近
世
に
は
、
『
平
家
物
語
絵
巻 

巻
第
四
』

に
、
高
倉
上
皇
が
山
田
の
浦
（
西
舞
子
）

に
入
港
し
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

一
立
齋
広
重
（
歌
川
広
重
）
が
描
い
た

「
播
磨
舞
子
の
濱
」
（
『
六
十
余
州
名
所
図

会
』
）
も
あ
り
、
『
播
州
名
所
巡
覧
圖
繪
』

に
は
絵
画
と
と
も
に
「
名
高
き
事
、
天
下

に
聞
へ
た
り
。
是
正
に
、
砂
色
、
松
の
翠

色
、
物
に
異
な
る
が
故
也
」
と
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
風
光
明
媚
な
土
地
と
し
て

有
名
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

明
治
時
代
に
は
、
徳
富
蘇
峰
が
「
舞
子

灣
の
落
日
」
の
中
で
、「
舞
子
の
勝
は
春
夏

秋
冬
、
皆
宜
し
、
朝
昏
昼
夜
皆
宜
し
」
と

称
賛
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
白
砂
青
松
で
有
名
な
舞
子

浜
で
す
が
、
そ
の
松
や
砂
の
下
に
は
、
遺

跡
が
広
が
っ
て
お
り
、
歴
史
は
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
舞
子
浜
遺

跡
と
呼
ば
れ
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六

〇
）
に
初
め
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま 

し
た
。
舞
子
公
園
東
端
か
ら
、
下
水
道
工

事
中
に
偶
然
、
四
世
紀
後
半
の
埴
輪
棺
が

発
見
さ
れ
、
中
か
ら
ほ
ぼ
完
全
な
人
骨
が

出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
踏
査
で
、
周

辺
に
も
棺
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
埴
輪
棺
と
は
、
通
常
古
墳

に
立
て
並
べ
る
埴
輪
を
横
に
寝
か
せ
、
棺

と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
す
。『
た
る
み
の

遺
跡
』
に
よ
る
と
、
舞
子
浜
遺
跡
の
も
の

の
多
く
は
、
円
筒
埴
輪
や
朝
顔
形
埴
輪
、

盾
形
埴
輪
を
二
本
連
結
し
、
中
に
人
を
埋

葬
し
、
蓋
形
埴
輪
な
ど
で
両
端
を
塞
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
連
結
部
や
透
か
し
孔
に

は
埴
輪
片
を
置
き
、
そ
の
上
を
粘
土
で
丁

寧
に
覆
っ
て
、
棺
内
に
砂
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
、
現
在
ま
で
に

合
計
一
九
基
の
埴
輪
棺
が
出
土
し
て
い
ま

す
。『
祖
先
の
あ
し
あ
とⅣ

』
に
よ
る
と
、

公
園
内
全
体
に
多
数
の
埴
輪
片
が
分
布
し

て
い
る
た
め
、
二
〇
～
三
〇
基
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

今
ま
で
に
出
土
し
た
人
骨
か
ら
、
舞
子

浜
遺
跡
に
は
二
〇
～
六
〇
歳
代
の
男
女
と

い
う
様
々
な
人
が
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
棺
に
使
わ
れ
た
埴
輪
は
、

近
く
に
あ
る
五
色
塚
古
墳
に
立
つ
埴
輪
と

同
じ
職
人
集
団
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
た
め
、

埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
五
色
塚
古
墳
の
被
葬

者
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は

ほ
ん
の
一
部
で
す
。
舞
子
浜
に
行
く
と
、

周
辺
の
松
林
や
対
岸
の
淡
路
島
、
明
石
海

峡
大
橋
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
足
元

に
は
ま
だ
ま
だ
棺
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

り
ょ
う
え
き 

て
ん
か 

は
ま
べ 

「播磨舞子の濱」 
『六十余州名所図会』 

き
ぬ
が
さ
が
た 

舞子浜遺跡の埴輪棺 
（神戸市文化財課提供） 

は
に
わ
か
ん 
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